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１ 実践テーマ 【パラリンピック学習を通した障がい者理解】  

２ 実施対象者 上島町立岩城中学校 全校生徒４０名 

（講演会では希望保護者、学校関係者評価委員も参加） 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（総合的な学習の時間、保健体育） 

② 行事名（オリンピック・パラリンピック学習） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

 

４ 目 標  

 （ねらい） 

○ 平等に競技できる制度や工夫を学ぶことで、スポーツを通じてイ

ンクルーシブな社会を創造していこうとする態度を養う。 

○ 障がい者に対する理解を深めるとともに、差別や偏見のない社会

を実現しようとする態度を養う。 

○ オリンピック・パラリンピック教育を通して、２０２０年東京大

会への関心を高める。 

 

５ 取組内容 １月２９日（火）６校時 

オリンピック・パラリンピック学習① 

「パラリンピックってなんだろう？」 

（国際パラリンピック委員会公認教材“I’m POSSIBLE”より） 

全校生徒対象 

 

２月６日（水）６校時 

オリンピック・パラリンピック学習② 

「パラリンピックスポーツについて学ぼう」 

（国際パラリンピック委員会公認教材“I’m POSSIBLE”より） 

全校生徒対象 

 

２月１３日（水）５・６校時 

オリンピック・パラリンピック学習③ 

「オリンピック・パラリンピック教育講演会」 

（パラリンピアン井上聡さんによる講演と競技用車いす体験） 

全校生徒、希望保護者、学校関係者評価委員対象 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



２月１８日（月）５・６校時 

オリンピック・パラリンピック学習④ 

「ゴールボールをやってみよう」 

（国際パラリンピック委員会公認教材“I’m POSSIBLE”より） 

全校生徒対象 

 

６ 主な成果 

 

○ パラリンピックの意義や価値、歴史などについて学習し、理解を

深めることができた。 

○ パラリンピックに参加する国や地域が増加してきた理由を考え

ることで、パラリンピックの認知度が高まってきたことや障がい者

が積極的に参加・貢献することができる「共生社会」への理解が進

んできたことを実感した。 

○ パラリンピックの記録がオリンピックに負けない記録であるこ

とを知り、パラリンピアンもオリンピアンと同じように自分の限界

に挑戦していることを学んだ。 

○ パラリンピックでは、障がいの種類や程度などの違いを踏まえ

て、個性や能力を発揮し、活躍できるように公正な機会が与えられ

るよう工夫がたくさん行われていることを学んだ。 

○ 様々な形でパラリンピックをサポートする人がいることを知り、

パラリンピックへの参加の仕方はたくさんあることを学んだ。 

○ 学習前の生徒はパラリンピックのダイジェストを見て、「障がい

があるのにすごい」、「障がい者なのに○○できてすごい」という感

想が多かったが、学習後にはその考えの間違いに気付き、「乗り越

えていく山は違うけど、乗り越えるのはオリンピックもパラリンピ

ックも同じだと思いました。」、「サポートする人の存在や競技や用

具の工夫に加え、選手の努力もすばらしく、パラリンピアンの可能

性は無限大だと思いました。」、「みんながわかり合えて、みんなが

スポーツを楽しむことができる世界になればいいなと思いまし

た。」といった感想に変容した。 

 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

○ 実施テーマを「パラリンピック学習を通した障がい者理解」とし

たのは、本校が人権・同和教育に力を入れて取り組んでいるからで

ある。生徒に掲示した本事業のǿイトルを「パラリンピック学習～

やさしく正しい人になる～」とした。副題は今年度の３年生が文化

祭で披露した人権劇のǿイトルである。「オリンピック・パラリン

ピック教育」と「人権・同和教育」をリンクさせて進めることで、

障がい者に対する理解を深めるとともに、差別や偏見のない社会を

実現しようとする態度を養うことができた。 

 

８ 主な課題等 ○ パラリンピアンによる講演会は、生徒にとって貴重な学びの場と

なった。来年度以降継続していく上で、どういった形で継続してい

くか。 

○ 全校生徒を対象に行ったので、来年度の１年生には、I’m 

POSSIBLE を活用した授業を行うことができるが、２、３年生に

どういった授業を行うか。 

９来年度以降

の実施予定 

○ 今年度同様、「オリンピック・パラリンピック教育」と「人権・

同和教育」をリンクさせて授業を実施したい。 

 


